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阪田知樹さん応援レポート
「『四月は君の嘘』クラシックコンサート フィナーレ2015」

2015年８月20日（木）
兵庫県立芸術文化センター KOBELCO大ホール(兵庫県西宮市）

人気アニメで使用されたクラシック曲のコンサート

漫画「四月は君の嘘」。中学生のピアニストとヴァイオリ
ニストが、互いの才能に共鳴し合いながら成長する姿
を描いたこの作品、アニメ化されテレビ放映され、すで
にBD/DVD化はもちろんのこと、作品内で用いられた楽
曲をまとめたCDも３枚発売されている人気作品。

アニメで使用されたクラシックの曲を演奏するというこ
のコンサート、「四月は君の嘘」を音楽面から楽しめる
内容となっている。

阪田さんはアニメ化にあたり“モデルアーティスト”とし
てアニメ音楽制作の際のピアノ演奏を担当。同じくモデ
ルアーティストのヴァイオリン篠原悠那さんとともに、
2014年9月の東京・第一生命ホールを皮切りに、全国
各地を回っている。

今回の会場は兵庫県立芸術文化セ
ンター。阪急・西宮北口駅からペデ
ストリアン・デッキで直結するお洒落
なホール。芸術監督に佐渡裕さん
を迎え、内外の大規模公演の実績・
予定が続くホールである。

会場のKOBELCO大ホールの前には、

開演を待つ多くの人。アニメから生
まれたコンサートであるからか、若
い人の姿が目立つ。

駅から芸術文化センターへ続くペデストリアン・デッキ
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≪プログラム≫

ショパン : 練習曲op. 10-12「革命のエチュード」
（ピアノ：阪田知樹）

クライスラー/ラマニノフ編: 「愛の悲しみピアノ
独奏版」 （ピアノ：阪田知樹）

クライスラー： 「愛の悲しみ」
（ヴァイオリン：篠原悠那 ピアノ：河地恵理子）

ドビュッシー: 「月の光」
ベートーヴェン: ピアノ・ソナタ第14番「月光」第
三楽章
スクリャービン: エチュード嬰ニ短調作品8-12
（ピアノ：阪田知樹）

セブンウップス: 「オレンジ」アコースティック
バージョン
(ピアノ：阪田知樹 ボーカル: NANAE、
ヴァイオリン: 篠原悠那)

サン=サーンス：「序奏とロンドアプリチオーソ」
（ヴァイオリン：篠原悠那 ピアノ：河地恵理子）

ショパン/イザイ編: 「バラード１番」
（ピアノ：阪田知樹 ヴァイオリン: 篠原悠那）

会場の兵庫芸術文化センター・KOBELCO大ホール。
開演直前の様子

ストーリーでは実現しなかったデュオの再現

まず阪田さんが一人で登場。ショパンのエ
チュード「革命」を、迫力満点に演奏。

司会の田辺女史、緊張気味の会場に向かって
「大丈夫ですかぁ？クラシックのコンサートだか
らって固くなることなく、くつろいで楽しんでくださ
いね」。

次の曲はクライスラー「愛の悲しみ」。

ラフマニノフ編曲のピアノ独奏版と、ヴァイオリ
ンとピアノ協奏のオリジナル版とを続けて。

「・・・コンクールのガラコンサートで、主人公の
ピアニスト有馬公生（モデル・アーティスト阪田さ
ん）とヴァイオリニスト宮園かをり（モデル・アー
ティスト篠原さん）が二人で演奏するはずだった
この曲、かをりは登場することができず、とっさ
に公生がピアノ独奏版の演奏に切り替え、コン
クール棄権を免れる・・・」という原作の展開のも
と、「・・・アニメの中では実現しなかった二人の
協演が、もし実現していたら・・・」という趣向で
す。

続いて阪田さん演奏による３曲、ドビュッシー
「月の光」、ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第14
番「月光」第３楽章、スクリャービン「エチュード
嬰ニ短調作品8-12」。

アニメの中でのエピソードを思い浮かべながら、
惹きこまれる客席。

スペシャルゲスト、7!! のボーカルNANAEさん登
場。TVアニメ「四月は君の嘘」第2クールエン

ディング・テーマ『オレンジ』を、今夜はヴァイオ
リンと、ピアノ伴奏に合わせたクラシックバー
ションで披露。
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実写版「公生くんとかをりちゃん」に鳴り止まぬ拍手

「・・・僕も楽しませていただきました。皆さんの
おかげで成立しているこのコンサート、クラシッ
クを身近に感じていただければうれしいなと
思っています・・・」 と、終演後の阪田さん。
クラシックの裾野、確実に広げているのでは。

終演後、CD購入者にはサイン会のプレゼント。
長い列をものともせず並ぶファンの方々。
阪田さんと篠原さん、笑顔で対応。

続いてのトークコーナーでは、アニメ作品の作画の
ための楽曲レコーディングの話が披露された。

アニメ化にあたり、演奏者の動きを表現するために、
ピアノの周りをカメラがぐるりと取り囲み、サイド、斜
め、上からと、あらゆる方向から『ピアノ演奏者の動
き』を追ったそう。

「弾けない、苦しい」「途中で演奏ストップ」といった
ストーリー展開や、主人公の心理状態をイメージし
ての演奏など、難しい注文もあったと舞台裏が披
露される。

ところが阪田さん、「いや～、自分の手の動きを上
から見るというのは初めてで。映像を観て、あらた
めて『ピアノの動きってかっこいいな』と思いました」
と、余裕の感想。会場からは笑い声も。

実は、主人公の公生以外の登場人物のピアノ演奏
も担当していた阪田さん。女性ピアニストだったり、
金髪イケイケ系であったり、「登場人物のイメージ
に合わせての演奏は難しかったです。動きとか頭
を振るとか・・・」と。

篠原さんによるサン＝サーンス:「序奏とロンド・カプ

リチオーソ」の後は、ラストの曲、ショパン「バラード
１番 」イザイ編曲版。
阪田さんと篠原さんがしっとりと弾きあげる。

アニメの中では二人で弾くことができなかったこの
曲、最終回のアニメ映像が、さまざまな思いを呼び
起こし、客席は独特の空気。

アンコール曲はクライスラーの「愛の喜び」。アニメ
の中では実現しなかった二人の協演を再び披露し
てコンサートは幕を閉じた。

終演後のサイン会は長蛇の列

阪田さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

会場のKOBELCO大ホールは無垢材で統一されウッディで
穏やかな雰囲気。音の響きが印象に残る



4

【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【当日配布プログラム（表紙・裏表紙）】
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【当日配布プログラム（２・３ページ）】


